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   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/22     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  35/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３５０Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   27/22     　　　　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３０８Ａ
   Ｇ０３Ｂ   35/18     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月16日(2017.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠部と、表示部と、を有し、
　前記表示部は、前記枠部と間隔を空けて位置し、
　前記表示部は前記枠部の開口と重なり、かつ、前記表示部の端部は前記枠部と重なり、
　前記表示部は、曲面を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　枠部と、表示部と、を有し
　前記表示部は、前記枠部と間隔を空けて位置し、
　前記表示部は前記枠部の開口と重なり、かつ、前記表示部の端部は前記枠部と重なり、
　前記枠部および前記表示部は、それぞれ曲面を有し、
　前記枠部の曲面の曲率と、前記表示部の曲面の曲率は異なることを特徴とする表示装置
。
【請求項３】
　枠部と、可撓性を有する表示部と、
　画像データが供給され、制御信号を出力することができる演算処理部と、
　前記制御信号が供給され、前記表示部の湾曲の度合い又は湾曲の方向を変化させること
ができる駆動制御部と、を有し、
　前記演算処理部は、前記画像データを解析することで、前記制御信号を生成することを
特徴とする表示装置。
【請求項４】
　可撓性を有する枠部と、可撓性を有する表示部と、
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　画像データが供給され、制御信号を供給することができる演算処理部と、
　前記制御信号が供給され、前記枠部および表示部の湾曲の度合い又は湾曲の方向を変化
させることができる駆動制御部と、を有し、
　前記演算処理部は、前記画像データを解析することで、前記制御信号を生成することを
特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記枠部が遮光性を有することを特徴とする表示装置。
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